
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査「課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
の質問項目において、肯定的な回答の割合をＲ４年度の９３％
から９５％以上にする。

学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」を意識した授業展開を行い、児童とと
もに必要感のある課題を設定し、解決の見通しをもたせ、自力解決を
行う場面の設定を行う。さらに、授業の終末には必ず自ら振り返りを
行う時間を設定する。

知識・技能

Ｒ４年度全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査の同集
団経年比較の結果より国語・算数の「知識・技能」において１ｐｔ
向上させる。
（Ｒ５年度全国学力・学習状況調査の国語・算数の「知識・技能」
において全国平均を上回る。）

金曜朝の時間に基礎学力パワーアップタイムを実施し、「ドリルパー
ク」「スタディサプリ」等を活用した、漢字や基本的な計算等の反復・
習熟に取り組ませる。その際、月初めの金曜朝に児童自ら学習履歴
を確認させ、個別に学習計画を立てる時間を設定する。

思考・判断・表現

R４年度全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査の同集
団経年比較の結果より国語・算数の「思考・判断・表現」におい
て１ｐｔ向上させる。
（Ｒ５年度全国学力・学習状況調査の国語・算数の「思考・判断・
表現」において全国平均を上回る。）

児童が課題に対して作品やレポート等に取り組む際、評価の観点を示し
た上で、ふり返りシート等を活用して、定期的に進捗状況を確認しなが
ら、児童の思考したプロセスを評価していく。また、学校課題研究（体育・
人権教育）を通して、協働的な学習の場面における伝え合い方等の基本
的なスキルの指導を行うことで、表現力の向上を行う。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒
さらに、学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」を意
識した授業展開を行い、自ら思考する場面
の設定を充実させる。

思考・判断・表現

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

・国語の平均正答率は昨年度と比較して、＋１．７ｐｔである。内容や領域ごとの平均正答率では、「話すこと・聞くこと」が８
５．３％と昨年度と比較して＋４．３ｐｔと最も高く、「書くこと」は３３．３％に留まり最も低い。
・算数の平均正答率は昨年度と平均して、ー３．２ｐｔである。より一層、思考・判断・表現の定着に向け、特に算数における
話し合い活動等の協働的な学習の充実に努める。

主体的に学習に取り組
む態度

・R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
の質問項目の、肯定的な回答の割合は９３．８％で目標値の９５％に、１．２ｐｔ達しなかった。より一層、子
ども主体の学びとなるよう授業改善に努める。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

・国語の平均正答率は昨年度と比較して、＋０．３ｐｔである。内容や領域ごとの平均正答率では、「言葉の特徴や使い方に
関する事項」が８０％と昨年度と比較して＋３．３ｐｔで最も高く、「情報の扱い方に関する事項」は７２．７％に留まった。
・算数の平均正答率は昨年度と比較して、＋０．９ｐｔである。より一層、知識・技能の定着に向け、繰り返し学習等の充実に
努める。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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